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序

大阪府の南東部に位置する河内長野市は、市域を高野街道を初めとする街道

が通り、南河内における交通の要衝として発展してきた街です。このため、市

内には金岡I寺、観心寺などの寺社に代表される重要文化財や、多くの埋蔵文化

財が残されています。

このような河内長野市も、大阪市内への通勤圏に位置しているため、近年に

なって住宅都市として急速に開発が進んでいます。

開発がもたらす影響は自然や文化財にとって大きなものです。とくに埋蔵文

化財にとっては直接的に関わってくるものとして大きな問題であります。

開発を必要とすると同時に、失われていく遺跡に託された先人達のメッセー

ジを現在の市民、さらには未来の市民へと伝えていかなければなりません。

本書は河内長野市に存在する遺跡の発掘調査の成果を収録しています。先人

達が残 したメッセージの一部でも理解していただければ幸いです。

発掘調査に協力していただきました施主の方々の埋蔵文化財への深い御理解

に末尾ながら謝意を表すものです。

平成12年 3月

河 内 長 野 市 遺 跡 調 査 会

理事長 福 田 弘 行



例 口

1.本書は平成10年度に河内長野市遺跡調査会が河内長野市から委託を受けた烏帽子形城跡(E

B S98-1)の発掘調査報告書である。調査にかかる費用は、河内長野市が負担した。

2.調査は河内長野市教育委員会教育部社会教育課主幹尾谷雅彦、同課文化財保護係鳥羽正剛・

太田宏明を担当者として実施 し、内業調査は河内長野市立ふれあい考古館館長中西和子が補

佐した。

3.調査にかかる事務は河内長野市遺跡調査会事務局長大塚幸男(本市教育委員会教育部社会教

育課課長補佐兼務)が主担した。

4。 本書の執筆・編集は太田が行い、編集は松尾和代がこれを補佐した。文責については太田が

負うものである。

5。 発掘調査及び内業整理については下記の方々の参加を得た。 (敬称略)

阿部園子・喜多順子・杉本祐子・ 田川富子・辻宏子・ 中村幸子・藤原哲 (ふれあい考古館

館員)。 枡本裕子・牟田日京子

6.発掘調査については下記の方々の協力を得た。記して感謝する。 (敬称略・順不同)

株式会社島田組・株式会社かんこう。喜多町会 。上田町会 。池田貴貝U。 中村浩・藤岡英礼・

西山昌孝 。犬木努 。河内一浩 。武村英治

7.写真撮影は、遺構については太田、遺物については中西が行った。

8。 本調査の記録はスライドフィルムなどでも保管されており、広く一般の方々に活用されるこ

とを望むものである。

例

1.本書に記載されている標高はTPを基準としている。
2.土色は『新版標準土色帖』による。

3.平面測量は国土座標第Ⅵ糸による5mメ ッシュを基準に実施 した。

4.図中の北は座標北である。

5.本書の遺構名は下記の略記号を用いた。

SD…溝  SF… 道路状遺構  SK… 土坑
6.遺構実測図の縮尺は1/40・ 1/80・ 1/100・ 1/15001/300で ある。

7.遺物実測図の縮尺は、土器1/4・ 瓦1/4・ ミニチュア土製品2/3・ 銅銭原寸とした。

8.陶磁器の断面は黒塗り、土師質土器の断面は白抜き、瓦の断面は斜線である。

9.遺物番号と写真図版の番号は一致する。

10。 文中の堺婚鉢の型式分類は白神典之氏の編年
∝1)、 疱烙の型式分類は難波洋三氏の編年

は2)、

肥前系陶磁の型式分類は大橋康二氏の編年建
3)に
基づくものである。また、器種に関しては

井汲隆夫氏の分類Q4)に準拠した。

(註 1)白神典之 1984「堺播鉢について」『堺環濠都市遺跡(SKT79)発掘調査報告』堺市教育委員会

(註 2)難波洋三 1992「徳川氏大阪城期の胞烙」『難波宮跡の研究 第九』大阪市文化財協会
(註 3)大橋康二 1989阿巴前陶磁』ニュー・サイエンス社

(註 4)井汲隆夫 1992「やきもの分類表」『内藤町遺跡』東京都建設局・新宿区内藤町遺跡調査会
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第 1章 はじめに

第 1節 位置と環境

当該遺跡は、行政的には河内長野市の北部に位置する喜多

町と上田町にまたがって所在する。

当該遺跡の地理的環境を述べると、まず遺跡が立地してい

る標高182mの烏帽子形山は金剛・葛城山系から北に派生す

る尾根であることがあげられる。また尾根の東側は天見川沿

の中・低位段丘が形成されており、西側は石川沿に広がる中・

低位段丘が形成されていて、三方は開けている。

歴史的環境を述べると、先述の天見川沿の中 。低位段丘及

び、石川沿の中・低位段丘を中心にそれぞれ特徴ある遺跡が

分布している。 第 1図 遺跡位置図

当該遺跡の北側は石川沿の中・低位段丘を中心に遺跡が展開しており、錦町遺跡、錦町

北遺跡、野作遺跡、栄町遺跡、栄町南遺跡、栄町東遺跡、上原北遺跡、長野神社遺跡など

が所在している。これらの遺跡から出土する遺構・遺物はいずれも中世のものが主体であ

り、古代以前の明確な遺構は希薄である。栄町南遺跡や錦町北遺跡からは中世の建物跡が

検出されている。この地区の開発は主に中世以降に進められたようである。

当該遺跡の南側は天見川・加賀田川沿の中・低位段丘上及びその背後にある大阪層群に

よって形成される合地上に、三日市遺跡、小塩遺跡、西浦遺跡、加塩遺跡、尾崎遺跡、尾

崎北遺跡、ジョウノマエ遺跡、加賀田神社遺跡、庚申堂遺跡が所在している。これらの遺

跡では三日市遺跡で旧石器時代の遺物・弥生時代の遺構・遺物が出土している他、ジョウ

ノマエ遺跡、加賀田神社遺跡、庚申堂遺跡をのぞいて、すべての遺跡から古墳時代～古代

にかけての中世以前の遺構 。遺物が検出されており、当該遺跡北部の石川沿の中 。低位段

丘より成立の年代がさかのぼるものが多いようである。また、これらの遺跡のうち中世の

明確な遺構が検出されたものとして三日市遺跡、加賀田神社遺跡、ジョウノマエ遺跡がある。

当該遺跡の東側には南側へと続く天見川沿の中・低位段丘上に、高野街道が南北にはしっ

ている他、喜多町遺跡、上田町遺跡、増福寺遺跡、上田町窯跡が所在している。この中・

低位段丘よりさらに東に位置する金剛・葛城山系の西斜面にはかつて前方後円墳である大

師山古墳が所在していた。現在では大師山遺跡、河合寺遺跡、河合寺城跡、大日寺遺跡、

大師山南古墳が所在 している。

当該遺跡の西側には、遺跡の北側から続く石川沿の中・低位段丘上に、上原遺跡、上原

-1-
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番 号 文 化 財 名 称 種 類 時   代
1 長 野 神 社 遺 跡 社 寺 至 町 以 降

2 河 合 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

3 観 心 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

大 師 山 古 墳 古 墳 古 墳 (前期 )

5 大 師 山 南 古 墳 吉 墳 ? 古 墳 (後期 )

6 大 師 山 遺 跡 集落・生産 弥年 (後朝 )。半 安
7 興 禅 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

8 働 パ醒群牡遺跡 社 寺 室 町 以 降

塚 穴 古 墳 古頂・頂墨

長 池 窯 跡 群 生 産 平 安 ～ 近 世

小 山 田 1号 古 墓 墳 墓 奈 良

小 山 田 2号 古 墓 墳 墓 奈 良

延 命 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

天 野 山 金 岡U寺遺 跡 平 安 以 降

日 野 観 昔 寺 遺 跡 社寺,生匿 平 安 ～ 中 世

地 蔵 寺 遺 隊 社 寺 中世以降

岩 湧 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

18 五 ノ 木 古 墳 古 墳 古 墳 (後期 )

高 向 遺 跡 築 落 旧 石 器 ～ 中 世

20 烏 帽 子 形 城 跡 城電 `生産 中 世 ～ 近 世

喜 多 町 遺 跡 集 落 縄文・古墳～中世
烏 帽 子 形 古 墳 古 墳 古墳 く後期 )

末 広 窯 跡 生 産 中 世

24 塩 谷 遺 跡 散 布 地 縄 文 ～ 中 世

流 谷 八 幡 神 社 社 寺 平 安 以 降

26 蟹 井 淵 南 遺 跡 散 布 地 中 世

蟹 井 淵 北 遺 跡 散 布 地 中 世

28 天 見 駅 北 方 遺 跡 散 布 地 中 世

千 早 口 駅 雨 遺 跡 社 寺 中 世

岩 瀬 薬 師 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

清 水 遺 跡 散 布 地 中 世

伝 1仲 哀 扇 」 古 墳 古靖 ?
堂 村 地 蔵 堂 跡 社 寺 近 世

滝 畑 埋 墓 墳 墓 近 世

中 村 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近 世

東 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近 世

(37) 西 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近 世

清 水 阿 秀 陀 堂 跡 社 寺 近 世

滝 尻 秀 勒 堂 跡 社 寺 近 世

官 の 下 内 墓 墳 墓 古 墳

宮 山 古 墳 古 墳 古 墳

42 官 山 遺 跡 集 落 縄 文・ 奈 良

43 西 代 藩 陣 屋 跡

44 上 原 町 塁 地 墳 墓 近 世

惣 持 寺 跡 鰤 抱・橋 縄文・奈 良・嫌倉

栗 山 遺 跡 努癸扉巳 中 世 ～ 近 世

47 寺 ケ 池 遺 跡 散 布 地 縄 文

48 上 原 遺 跡 散 布 地 旧石 器 ～ 近 世

49 仁 吉 神 社 遺 跡 社 寺 近 世 以 降

50 高 向 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

青 が 原 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

膳 所 藩 代 官 所 跡 城 館 江 戸

双 子 嫁 古 墳 跡 古 墳 古 墳

54 菱 子 尻 遺 跡 散下地・社マ

55 河 合 寺 城 跡 城 館 中 世

56 三 日 市 遺 跡 集落・古墳他 旧石 器 ～ 近 世

日 の 谷 城 跡 城 館 中 世

高 木 遺 跡 散 布 地 縄 文

59 汐 の 山 城 跡 城 館 中 世

60 峰 山 城 跡 城 館 中 世

稲 荷 山 城 跡 城 館 中 世

国 見 城 跡 城 館 中 世

旗 蔵 城 跡 城 館 中 世

権 現 城 跡 城 館 中 世

天 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

(66) 葛 城 第 ■5経 塚 経 塚 平安以降

加 賀 日 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

庚 申 堂 社 寺 近 世 以 降

石 仏 城 跡 城 館 中 世

佐 近 城 跡 城 館 中 世

香 号 文 化 財 名 祢 種  類 時   代

膜 尾 城 跡 城 館 中 世

葛 城 第 16経 塚 経 塚 平 安 以 降

葛 城 第 18経 塚 経 塚 平 安 以 降

再 城 第 19経 塚 経 塚 平 安 以 降

笹 尾 塞 城 館 中 世

く76) 大 沢 塞 城 館 中 世

三 国 山 経 塚 経 塚 平 安 以 降

(78) 光 滝 寺 社 寺 中 世 以 降

猿 子 城 跡 城 館 中 世

80 蟹 井 淵 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

)‖  上  神  社  遺  跡 社 寺 中 世 以 降

千 代 日 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

83 向 野 遺 跡 実落・生彦 綴支・平安～王世

84 古 野 町 遺 跡 散 布 地 中 世

85 上 原 北 遺 跡 集 落 中 世

86 大  日  寺  遺  跡 掛韓 t嬢 弥 生 ～ 中 世
高 向 南 遺 跡 散 布 地 鎌 倉

88 小 塩 遺 跡 集 落 縄 文 ～ 奈 良

89 加 塩 遺 跡 集 落 古 墳 (後期 )
90 尾 崎 遺 跡 集 落 古 墳 ～ 中 世

ジ ョウ ノ マ エ遺 跡 城 館 ? 中 世

仁 王 山 城 跡 城 館 中 世

93 タ コ ラ 城 跡 城 館 中 世

94 岩 立 城 跡 城 鑓 中 世

95 上 原 近 世 瓦 窯 生 産 近 世

96 市 町 東 遺 跡 散 布 地 球 生 。中 世

上 田 町 窯 跡 生 産 近 世

98 尾 崎 北 遺 跡 集 落 古 墳 ～ 中 世

99 西 之 山 町 遺 跡 散 布 地 中 世

野 間 里 遺 跡 集 落 平 安

鳴 尾 遺 跡 散 布 地 中 世

上 田 町 遺 跡 散 布 地 古 墳・ 中 世

■03 上 原 中 進 跡 散 布 地 古 墳 。中 世

104 /」ヽ 野 塚 噴 墓 中 世

(105) 再 城 第 17経 塚 経 塚 平 安 以 降

薬 師 堂 跡 社 寺 中 世 以 降

野 作 遺 跡 集 落 中 世

108 寺 元 遺 跡 奈 良・ 中 世

(109) 鳴 原 遺 跡 散 布 地 中 世

0 法 師 塚 古 墳 跡 古 墳 古 墳

1 山 上 講 山 古 墳 跡 古 墳 古 墳

2 西 浦 遺 跡 集 落

3 地 福 寺 跡 社 寺 近 世

4 宮 の 下 遺 跡 集 落 平 安 ～ 中 世

5 栄 町 遺 跡 散 布 地 弥生・古墳・中世

6 錦 町 遺 跡 散 布 地 中 世

太 井 遺 跡 散 布 地 縄 文 。中 世

8 錦 町 北 遺 跡 集 落 弥生・中世・近世

9 市 町 西 遺 跡 集 落 縄 支・ 中 世

20 栄 町 南 遺 跡 集 落 中 世

1 栄 町 東 遺 跡 散 布 地 弥 生・ 中 世

楠 町 東 遺 跡 散 布 地 弥 生

汐 の 宮 町 南 遺 跡 散 布 地 弥 生・ 奈 良

24 汐 の 宮 町 遺 跡 散 布 地 中 世

神 ガ 丘 近 世 墓 墳 墓 近 世

増 福 寺 社 寺 中 世 以 降

三 昧 城 遺 跡 中 世・ 近 世

23 松 林 寺 遺 跡 社 寺 近 世 以 降

昭 栄 町 遺 跡 散 布 地 中 世

30 東 高 野 街 道 街 道 平 安 以 降

1 西 高 野 衡 道 街 道 平安以降

高 野 街 道 街 道 平 安 以 降

上 原 東 遺 跡 散 布 地 弥生 。中世 。iFE世

84 地 蔵 寺 東 方 遺 跡 墳 墓 鎌 倉

本 多 町 北 遺 跡 散 布 地 中 世

下 里 町 遺 跡 散布地 古墳・ 中世

あ か し あ 合 遺 跡 散 布 地 近 世

38 岩 瀬 北 遺 跡 集 落 中 世

39 岩 瀬 近 世 基 地 墳 塁 折 世

() は地図範囲外

第 1表

*は
街道につき地図上にプロットせず

河内長野市遺跡地名表
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中遺跡、上原東遺跡、塚穴古墳、地福寺跡、高向遺跡、高向南遺跡、惣持寺跡、宮の下遺

跡、高向神社遺跡、野間里遺跡、宮山古墳、宮山遺跡、高木遺跡、上原町墓地が所在 して

いる。

第 2節 既往の調査

今回、調査の対象となった烏帽子形城跡は、公園整備事業や個人住宅の建築に伴い、今

回までに数次にわたる発掘調査が行われている。

昭和60年度の調査儘
1)では、城跡と考えられていた鳥帽子形山の山頂部の測量調査と、

城郭の北裾にあたる駐車場建設予定地が発掘調査された。発掘調査では中世土器や輸入銭

が出土したものの遺構は検出されなかった。しかし、山頂部の測量調査では城の縄張りを

復原するのに貴重な資料が得られた。

昭和63年度の調査儘
2)では城郭の中心部と考えられる山頂部に トレンチ調査が行われ、

主郭と考えられる場所から、礎石建物が検出された。また、遺物は陶磁器、土師質の上釜、

瓦等が出土した。

平成元年度儘
3)には烏帽子形山の東裾部で発掘調査が行われた。この際には、山城に関

連する遺構は検出されず、かわって古墳時代～中世にかけての遺構が検出され喜多町遺跡

と命名された。この調査で、東側における城の広がりと周辺部における築城以前の様相が

明らかになった。

平成 2年度に行われた発掘調査儘4)では、主郭の南東にある斜面地から中世の礎石建物、

石垣、埋甕が検出された。

平成 8年度には城の東裾部で発掘調査儘5)が行われ、平成元年度に検出された古墳時代

の遺構と関連する遺構 。遺物を検出した他、瓦器や近世の遺物が出土している。

第 3節 調査に至る経緯

本次調査(EBS98-1)は 河内長野市 (担当地域振興部農林課、現農とみどりの整備課、

以下、市という。)を事業主とする、烏帽子形公園整備事業に先立つ事前調査として行われ

た。平成 9年、市は烏帽子形公園整備事業を計画するにあたり、河内長野市教育委員会

(以下、市教委という。)と 協議を行った。その結果、計画地が周知の埋蔵文化財包蔵地で

ある烏帽子形城跡にあたることから、発掘調査が必要であるとの見解を示した。その後、

市は文化財保護法57条の 3に基づく通知を大阪府教育委員会を経由して文化庁に行った。

平成10年 3月 31日 、市は事前調査のために河内長野市遺跡調査会 (以下、遺跡調査会と
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第 3図 既往の調査区位置図 (1/5000)
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いう。)に発掘調査を依頼した。遺跡調査会は事業を受託し、平成10年 5月 15日 に委託契約

を締結し、市教委の指導のもとに発掘調査を開始した。発掘調査は平成10年 5月 18日から

同年 7月 31日 にかけて行われた。

平成■年 5月 13日 、市と遺跡調査会は報告書刊行のための内業整理の契約を締結 した。

内業整理は同年 5月 14日から平成12年 3月 24日 にかけて行われ、すべての業務を終了した。

第 4節 調査の方法

烏帽子形城跡において今回調査の対象となった範囲は、昭和63年度の調査 建
2)に
おいて

主郭が検出されている箇所の南西約250mに位置する。調査地には南北に伸びる2条の尾

根とこれらの間に形成された谷地形が存在する。発掘調査を行う以前は、調査地のすべて

が竹林に覆われており、現状での地形の把握が困難な状況にあった。そこで平成10年 5月

18日 から同年 6月 3日 にかけて竹林の伐採作業を行った。伐採後の踏査の結果、尾根が東

側のものと西側のものとでは形状が異なっており、東尾根が全体的に自然地形をとどめて

いると考えることができるのに対し、西尾根と谷筋には、人工的に造成された痕跡が認め

られた。また、谷筋と西尾根には近世 。近代の遺物の散布が認められた。

そこで、遺物の散布が認められた西尾根と谷筋を対象として、現状での地形測量を行い、

甥 孵骸

生
'ケ

}|‖

二い二4

ヽ 恭

第 4図 調査区位置図 (V5000)

/
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0,25m間隔で等高線を記録した地形図を作成した。地形図作成後、造成跡が城郭に伴うも

のであるか検討を行ったが、斜面の勾配が比較的緩やかであり、また高低差も大きくない

ことから、これが城郭の跡ではない可能性が強まった。

この後西尾根の稜線上に 1本、この尾根の稜線に直交して 3本、東尾根の稜線上に5本

の トレンチを設定し、基盤層まで掘削した。西尾根に直交する3本の トレンチは谷筋まで

延長し、土層の推積状況や埋蔵文化財の有無が把握できるようにした。 トレンチ調査では、

北壁で土層を観察し、遺物の出土地点を記録した。この結果、東尾根では遺物が全く出土

せず、人工的な盛土や切上の確認はできなかった。一方で、西尾根の頂上の平坦面では遺

物が多く出上し、尾根の斜面で人工的な造成が確認できた。このような結果を受けて、全

面的な発掘調査の対象を西尾根に絞り、これを第 1調査区とし、造成面まで掘削を行った。

第 1調査区内では、 5m間隔で区割りを行い遺物の取り上げを行った。また、土層の記録

は先に設定した トレンチの北壁、東壁で行った。第 1調査区では江戸時代の溝、土坑、柱

穴等の遺構が検出できた。

東尾根に関しては トレンチの拡張等は行わず、設定した トレンチをそのまま、北からそ

れぞれ第 2～第 6調査区とした。遺構完掘後は航空測量を行い、 7月 20日 にはすべての発

掘業務を終えた。 7月 21日から7月 31日 までは主に実施報告書の作成を行い、発掘調査に

伴うすべての業務を終了した。

(註 1)『河内長野市埋蔵文化財調査報告書 I』 河内長野市教育委員会 1987年 3月

(註 2)『河内長野市遺跡調査会報 I』 河内長野市遺跡調査会 1989年 3月

(註 3)『河内長野市遺跡調査会報Π』河内長野市遺跡調査会 1990年 3月
'(註 4)『河内長野市埋蔵文化財調査報告書V』 河内長野市教育委員会 1991年 3月

(註 5)『河内長野市埋蔵文化財調査報告書Xlllu河内長野市教育委員会 1997年 3月
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第 2章 調査の結果

第 1節 概要

今回の調査では、西尾根 (第 1調査区)において、近世後半期の人工的な造成の跡を検

出でき、平坦に造成された尾根の頂上部および斜面のテラス面から、溝、道路状遺構、土

坑、柱穴が検出されている。溝は造成された斜面の裾を巡っているものと、頂上部に掘削

されているものに分けることができ、前者は曲線的に掘削されているのに対し、後者は直

線的に掘削されているという平面形態における違いが認められた。遺物は主に近世のもの

が中心で包合層や造成面上から出上しており、遺構に伴うものは少なかった。

第 2節 基本層序

基本層序は下層から基盤層、盛上、堆積土、表上に分かれる。基盤層も一層ではなく、

花開岩が風化してできたと考えられる5YR7/8橙色細砂もしくは10YR8/8黄橙色細砂と10

YR8/1灰白色粘上が交互に水平に堆積したものである。盛土は、概ね平行に積まれており、

上記の複数種の基盤層が混合した上が用いられていた。層序にはプロック状に他の土質の

上を含んでいるものも見られた。堆積土はこの造成上が流出して堆積 したものであり、盛

土に使用された種々の上が混合した土質をしていた。表土は、地表面への有機物の堆積と

土壌化によって形成されたものであり、5YR2/2黒褐色細砂混じり粘土であった。

第 3節 地形

西尾根及び谷筋は人工的な造成により、段造成が行われていた。段は谷筋において 4面、

西尾根上に 3面、西尾根の西斜面上に 1面、合計で 8面認められた。東尾根ではこのよう

な造成面は認められなかった。谷筋にある平坦面は北側が南側より高くなっており、南か

ら標高153m、 155m、 158m、 160m付近にそれぞれ位置しており、面積はそれぞれ354ば、

130ぜ、286だ、85ぽ となる。西尾根上のものは北側が南側より低くなっており、北から標

高160m、 162m、 163m付近にそれぞれ位置しており、面積はそれぞれ275ば、54ば、510

ぜとなる。西尾根の西斜面のものは標高159m付近に位置しており、面積は341ぜ となる。

造成に伴う盛上の状況は、西尾根に直交して設定した トレンチの内、最も南側で設定し
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たものにおいて、良好に遺存 していた。これによると、基盤層も切土され、造成されてい

るようであり、頂上部が平坦に切土されている他、斜面地も階段状に切土されているよう

である。 トレンチ内での観察であったためこの階段状の切上が平面的にどのような形態に

なるのか不明であるが、おそらくは盛上の崩落を防止する意味があったものと考えられる。

この切土された基盤層上に盛上が行われていた。盛土は複数の単位に分層でき、これらは

概ね水平に近い形で積まれているようであったが、地形の低い方へ向かって傾斜している

ものも認められた。盛土の上質は基盤層のものに酷似しており、10cぼ程度のプロックを合

んでいるものが多く見られた。このような状況から、これが切上によって生じた上である

と判断できた。盛上によって、頂上部の平坦面は 7m程拡張されており、西側の斜面には

幅10m程の平坦面が確保されていた。 (第 6・ 7図、図版 3～ 5)

第 4節 遺構と遺物

(1)溝

[SDl～ 12](第 5・ 8図、付図 2、 図版 6。 10)

SDl～ 10は西尾根の稜線上に造成されている 3面の平坦面に伴う斜面の裾を標高約
159m～約161m付近で巡っている。溝は傾斜のきつい箇所でとぎれている。溝の平面形態

は、楕円形をした斜面の裾部を巡ることから、多くが弧状を呈 している。幅は0.2～ lm、

深さ0.1～0.2mの比較的浅いものである。農耕に伴う排水施設であると考えられる。

SD■・ 12は SDl～ 10か ら派生してのびる溝である。

遺物はSD2よ り陶器の上渦 (3)、 SD6よ り瀬戸新製焼の碗 (2)が出上しているがい

ずれも破片である。 SD■から肥前糸陶磁の碗蓋 (1)が出上 した。碗蓋は内面に雷文が施

されており、大橋編年のV期のものである。

161 7m

SDl
163 0m

C

①

1617m
b′

25Y7/3浅黄色ンルト
25Y7/2灰 黄色シルト
25Y6/3に ぶい黄色細砂混じり粘土
25Y7/4浅 黄色細砂混じり粘土
25Y7/3浅 黄色細砂混じり粘土
25Y6/1黄 灰色細砂混じり粘土
10YR 5/3にぶい黄褐色粗砂混 じリシル ト
10■ R5/3に ぶい黄褐色細砂混じり粘土
25Y5/6黄 褐色細砂混じり粘土

②

③

①

⑤

⑥

①

①

③性_げ巾市____4m

1～ 4遺構断面実測図 (1/40)
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0                   10cm

6・ 11出土遺物実測図

1626m

賜

① 25Y6/35ガ∵黄色
②25Y6/3抵δ捜壱号
0       

シルト
   lm

第 9図  S D15遺構断面
実測図 (1/40)

第 8図  SD2・

[S D13～ 15](第 9図、付図 2、 図版 6)

S D13～ 15は西尾根の稜線上に造成された平坦面上に掘削されている。これらはすべて

直線的にのびており、幅0.2～ 2m、 深さ0,1～ 0。 2mである。これらの溝も農耕に伴う拶F

水施設であると考えられる。

遺物は出土しなかった。

(2)道 路状遺構

[SFl](第 10図、図版 7)

SFlは 西尾根の西斜面に造成された平坦面で検出した。最大幅約 3m、 深さは最も深

25Y5//3黄褐色粗砂混じリシルト
25Y4/2暗灰黄色粗砂混じリンルト

第10図  SFl遣 構実測図 (V80)
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い箇所で約0.5mであり、比較的幅の広く浅いものである。「 C」 字に屈曲しており、底

はきつい勾配を有し、両端は西側に向かって下降している。またこの遺構は比較的なだ ら

かな勾配を持つ斜面に接続していたことから頂上へむかう道路と考えられる。

(3)上 坑

b
163 7m

b′

① 25Y7/6明黄褐色細砂混じり粘土
② 25Y7/2灰黄色細砂混じり粘土
③ 25Y7/1灰白色細砂混じり粘上
① 25Y7/3浅黄色細砂混じり粘上

⑤ 25Y7/2灰 黄褐色細砂混じり粘土
⑥ 10YR 7声 明黄褐色細砂混じり粘土

① llllIR 8た 浅黄笹色細砂混じり粘土

第11図  SKl～ 3遺構断面実測図 (1/40)

ESKl](第 ■図、付図 2)

SKlは 西尾根頂上部に設定した第 1調査区の北東部

に位置する。平面形態は方形を呈しており、規模は長辺

1.Om、 短辺0.78m、 深さ0.19mを測る。

遺物は出上しなかった。

[SK2](第 11図、付図 2)

SK2は SKlの 西約0.5mの地点に位置する。平面

形態は隅丸方形を呈しており、規模は長辺1,49m、 短辺

1.32m、 深さ0.2mを測る。

遺物は出土しなかった。

[SK3](第 ■図、付図 2)

SK3は SK2の 南に隣接しており、SK2を 切って

いる。平面形態は長方形を呈しており、規模は長辺2.68

m、 短辺1.7m、 深さ0.38mを測る。

遺物は出上しなかった。

ESK4](第 12図、付図 2)

① 25Y6/3にぶい黄色粗砂混じリンルト
② 25Y7/4浅黄色細砂混じり粘土
③ 25Y6/3にぶい黄色細砂混じり粘土
① 25Y8/1灰白色粗砂混じリシルト
◎ 25Y7/4浅黄色粗砂混じリシルト
③ 25Y8/6黄色粗砂混じリシルト
① 10YR 8/8黄橙色ンルト

① 25Y Vl灰 白色ンルト
◎ 5Y 8/3淡黄色粗砂混じリシルト
⑩ 5Y 5/2灰オリープ色粗砂混じリンルト
① 5Y 7/1灰白色粗砂混じリシルト

第12図  SK4・ 6遺構断面実測図 (1/40)

SK4は 第 1調査区のほぼ中央に位置し、 S D15の西に隣接する。平面形態は円形を呈

しており、規模は径約0.7m、 深さ0.13mを測る。

遺物は出上しなかった。

徘
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[SK5](第 13図、図版10)

SK5は SK4の 南東約 7mの地点に位置する。

検出規模は径約0.6mを測るが、完掘 していないた

め全体的な形状や規模は不明である。 第13図  SK5出 土遺物実測図

遺物は肥前系磁器の碗 (4)、 瀬戸の碗(5)が出土している。(4)は見込みに五弁花文が

見られ、大橋編年のV期に相当するものである。遺物はいずれも小片であるため、流入に

よるものであると考えられる。

ESK6](第 12図、付図 2)

SK6は 第 1調査区の南西部に位置している。平面形態は楕円形を呈しており、南方向

に向かって幅約0.3mの溝がのびている。規模は長径3.29m、 短径1.78m、 深さ0,38mを

測る。

遺物は出土しなかった。

[SK7]

SK7は 第 1調査区の南端に位置している。平面形態は楕円形を呈している。規模は長

径1.97m、 短径1.28m、 深さ0,15mを測る。

遺物は出土しなかった。

坐Tす_¬_「___―当肝m

(4)柱 穴群 (第14図、図版 7)

第 1調査区の北半部のほぼ中央で、柱

穴群を検出した。柱穴は径0.5～ lm程

度の大型のものと径0.1～ 0。 2m程度の小

型のものがある。この場所に簡単な作り

の作業小屋のようなものがあったのであ

ろう。

(5)包 合層 (第 15。 16図、図版10)

今回の調査において包合層から出上し

た遺物は、すべて17世紀以降のものであ

る。遺物にはミニチュア土製品、土師質

土器、堺括鉢、肥前系陶磁器、瀬戸新製

焼の陶磁器、寛永通宝等が出上しており、

中世城郭に伴うと見られる遺物は出土し

m

第14図 柱穴群平面図 (V100)

なかった。以下に図示が可能であった遺物の報告を行う。

土師質胞烙 (40・ 41)は抱烙である。日縁部径は(40)が 27cnで、(41)が 35o■ を測る。とも

に難波分類のF類に相当する18世紀後半のものである。

6係b
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堺揖鉢 (42・ 43)は堺括鉢である。日縁部径は(42)が 19cn、 (43)が 34 cnを測る。白神分類

で(42)が H類、(43)が I類となる。ともに18世紀後半のものである。

甕 (44)は陶器の甕である。日縁部径は35cnを測る。

紅猪口 (6・ 7)は肥前系陶磁器の菊花形紅猪日である。日縁部径は(6)が4.6cm、 (7)

が4.7cnを測る。

仏飯具 (36)は仏飯具である。残器高は4.2cn、 合底径は 4 cnを測る。

灯明台 (37)は灯明合である。残器高は3.8cn、 台底径は3.5cnを測る。

杯 (8～10)は瀬戸新製焼の杯である。日縁部径は(8)が 6 cn、 (9)は 8.2cmを測る。(9)

の外面には福寿文が認められる。 (10)は残器高2.75cn、 高台径2.6cnを測る。

皿 (23～29)は磁器の皿である。 (24～28)は肥前系磁器である。 (24・ 25)は見込みに五弁

花文が施されている。大橋編年のⅣ期に相当すると考えられる。その他のものは瀬戸新製

焼と考えられる。

碗 (13～ 22)は磁器の碗である。多くが底部の破片であるため日縁部径は不明である。

(14・ 15・ 21)は肥前系磁器であり、いわゆる「 くらわんか茶碗」である。 (15)は外面に花

草文が認められ、大橋編年のⅣ期に相当する遺物である。他は瀬戸新製焼である。 (19)は

広東碗である。

小碗蓋 (11012)は肥前糸磁器の小碗蓋である。日縁部径は(11)が 3.8cm、 (12)が9,8cnを

測る。 (11)は日縁部内面に雷文が認められる。(12)は 日縁部内面に四方欅文が認められる。

鍋蓋 (33)は陶磁器の蓋である。日縁部径16cn、 残存器高3。 15cnを測る。

土鍋 (34)は土鍋の底部である。残存器高3.3cn、 底径7.7cnを測る。

小壼 (35)は小壷である。残存器高2.45cn、 高合径3,9cn、 高合高0。 7omを測る。

壺 (30)は陶器の壷である。日縁部径7.8cn、 復原器高13cnを測る。

七厘 (38)は七厘のさなである。推定径9.6cn、 器高1.2cnを測る。

ミ三チュア土製品 (31)は鯛人形である。合わせ型成形により製作されている。全長2.25

om、 高さ2.4cnを測る。

寛永通宝 (32)は寛永通宝である。直径2.5cn、 厚さ0.l cnを測る。

瓦 (39)は丸瓦である。残存長16.5cn、 幅14.25cn、 厚さ1.7o■ を測る。
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第 5節 まとめ

今回の調査において、中世城郭烏帽子形城に関連する遺構・遺物は確認されず、烏帽子

形城廃城後の17世紀後半から18世紀にわたる遺構・遺物が検出された。しかしながら、今

回の調査で鳥帽子形城の範囲について、その西限に関する新知見を得ることができた。烏

帽子形城の主郭から南西方向約200mにあたる西ノ段は従来から城を区画する機能を持つ

可能性が指摘されていた。今回の調査地点はこの箇所よりさらに西にあたる。

また、今回の調査区で、近世の耕作地とそれに伴う造成跡が検出できたことは次のよう

な意義を持つと考える。まず、確実に中世城郭に伴うと考えられる遺構の西限は主郭から

南西約200mの地点に位置する西ノ段と呼ばれる郭群である。西ノ段は幅約10m、 長さ15

mにわたり続いている。今回の調査地はこの西ノ段の西に位置し、かつ中世城郭にともな

う遺構は検出できていない。このようなことから中世城郭の西限は、西ノ段にとどまるこ

とが考えられる。しかし、当該調査地では廃城後の土地造成が認められた。また本次調査

と同時期の遺構が城郭の東側でも検出されている。このような事から、廃城後、近世になっ

て城郭の周囲が開発されてきたことが分かった意義は大きい。
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